
平和公園自然観察会  http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/ 作成：田畑恭子 監修：瀧川正子 

2022 年 5月 8日（日）9：30～12：30                    写真協力：伊藤義人氏 

参加者：大人 27 名 子ども 2名 天気：晴れ 

 

 

里山の家での持ち込み観察項目：カジイチゴ,ナワシロイチゴ,チョウの標本箱,青色と黄色の生きものの写真,
アマガエルの写真 

最初にカイコの原種と言われるクワコを見に行きました。確かにカイコの幼虫の姿によく似たシルエットで

した。そのすぐそばで紹介されたハンゲショウは、昔から白い斑が葉に入らないそうです。足元をザトウム

シが何頭も歩いていました。脚を盲人の杖のように動かし歩く姿からその名がついたと説明がありました。 

 

 

 

 

草むらの中のミツバの葉を摘んでその匂いを確かめました。近くには葉の形がよく似たキツネノボタンも見

られ、こちらには毒があると注意がありました。別のクワの木には実がつき始めていました。またオオシマ

ザクラにもたくさんの実が色づいていました。この実は熟せば食べられるが美味しくないとのことでした。 

シホウチウクの手触りを確かめてみました。その名の示す通り、稈の部分は角ばって、ザラザラしていまし

た。スイバは雌雄異株と紹介されましたが、この辺りでは雌株ばかりが目につきました。よく似たギシギシ

と見分けるには葉のつき方を見るのがわかりやすく、茎を抱くように葉がつくのがスイバとのことでした。   

イタドリがあたり一面に群生していました。この辺りではヒメウラナミジャノメやヤブキリの幼虫、ハムシ

の仲間など、いろいろな昆虫が次々と現れて参加者の足が止まりました。イタドリに巻きついて伸びるガガ

イモの葉ではチャバネツヤハムシが交尾していました。これはガガイモの葉を食べるハムシだそうです。   

 

ゴールデンウィーク最終日はさわやかな初夏の装いとなりましたが、意外にも平和公園には人が多く来ていない印象

でした。自然観察会もいつもより子どもの参加者が少ない中、たくさんのイモムシケムシに出会いながら歩きました。 

 

ハンゲショウ クワコの幼虫 ザトウムシ 

クワの実 
 

オオシマザクラのサクランボ ミツバ 
 

スイバの雌花 

スイバの葉 
 

シホウチク 

チャバネツヤハムシ ヒメウラナミジャノメ ガガイモ 

※Facebookも見てください！「平和公園自然観察会 Facebook」で検索・または⇒ 

http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/


道沿いのイモカタバミは広い範囲で花を咲かせていて、年々その数を増やしているようにも見えました。その 

すぐそばではノイバラの花が満開でいい香りがしました。葉に食痕のあるエノキを調べると、葉の裏にテング 

チョウの蛹がついていました。成虫で越冬するチョウで、この春孵化した幼虫が成長して蛹になったようです。 

 

 

 

 

コナラの葉裏にはベニヘリテントウと思われる蛹も見つかりました。ガマズミを観察していた参加者が、幹を

這っているトビズムカデを見つけました。かなり大きな個体で上の方から降りてきました。マルバヤナギは実

がふくらんでいて、柳絮と呼ばれる白い綿毛を伴った種を飛ばし始めるのはもう少し先になるようでした。  

 

ゾウムシに詳しい参加者が、マツの倒木の樹皮の下で見つけたマツノシラホシゾウムシを紹介してくれました。

また別の参加者が見つけたヤママユの幼虫はコナラの幼木についていました。まだまだ大きくなりそうで、その

幼木の葉だけでは餌が足りないと思われました。エノキの葉にはミツボシキリガの幼虫がくるまっていました。 

 

 

 

 

 

 

そのほかにもサルトリイバラについたルリタテハの幼虫、コナラについたオオトビモンシャチホコの幼虫など 

チョウやガの幼虫が次々と見つかりました。最後にコムラサキがやって来てその姿を写真に撮らせてくれました。 

平和公園での観察項目（観察順）: ハチの仲間,クワ,クワコ,テントウムシの仲間の幼虫,イセノナミマイマイ,ハンゲショウ,

ザトウムシ,ヒメジョオン,ミツバ,キツネノボタン,エノキの虫こぶ,クワの実,ツマグロオオヨコバイ,ワカバグモ,オオシマザ

クラのサクランボ,シホウチク,スイバ,イタドリ,オヤブジラミ,ガガイモ,チャバネツヤハムシ,モモノゴマダラノメイガ,コガ

タルリハムシ,ヒメウラナミジャノメ,クロウリハムシ,アメリカフウロ,ズミ,ニワゼキショウ,シロツメクサ,イボタノキ,イモ

カタバミ,ゴヨウアケビ,ゴミグモ,スズコナリヒラタケ,ノイバラ,ドクダミ,テングチョウの蛹,クロハネシロヒゲナガ,ガマズ

ミ,ハラビロカマキリの卵嚢,トビズムカデ,ナナホシテントウ,マツノシラホシゾウムシの蛹と幼虫,ミヤマヨメナ,ヤナギの実,

キショウブ,ヘビイチゴ,ヤナギルリハムシ,コガタルリハムシ,ハムシの仲間,ナミテントウ,スイバ,ヨトウガの幼虫,マユミ,

ミノウスバの幼虫,ヤママユの幼虫,ベニヘリテントウ？の幼虫,コデマリ,アブラムシ,アリの仲間,ミツボシキリガの幼虫,ヨ

シ,ヤブキリの幼虫,クズ,サルトリイバラ,ルリタテハの幼虫,クロコガネ,ケブカクチブトゾウムシ,オオトビモンシャチホコ

の幼虫,コムラサキ,ウグイスの声,ウシガエルの声,ハシボソガラスの声 

トビズムカデ ベニヘリテントウ？の蛹 マルバヤナギ 

ルリタテハの幼虫 オオトビモンシャチホコの幼虫 コムラサキ 

イモカタバミ テングチョウの蛹 ノイバラ 

2022 年 5 月 

ヤママユの幼虫 マツノシラホシゾウムシの蛹 ミツボシキリガの幼虫 


